
次号予告 Vol.71 No.5（5月号)

特集●歯周病予防からのヘルスプロモーション
歯周病予防の視点からヘルスプロモーションを考える NPO法人 WELL-BEING 中村 譲治
地域保健における歯周病予防の取り組み

大阪府健康福祉部地域保健福祉室健康づくり感染症課 今西 秀明・大西 宏昭
歯周病とメタボリックシンドローム 九州大学大学院歯学研究院口腔保健推進学講座 山下 喜久
歯周病と心疾患 東海大学医学部付属八王子病院歯科・口腔外科 坂本 春生
歯周病と呼吸器疾患 米山歯科クリニック 米山 武義
妊娠期の歯周病 東京医科歯科大学大学院健康推進歯学分野 品田佳世子
専門的口腔ケア 東京都立心身障害者口腔保健センター 河野 晴美・笹川百吏子
職域における歯周病検診 日立製作所戸塚総合病院歯科口腔外科 品川 隆
●視点
歯科保健医療対策の動向 厚生労働省医政局歯科保健課長 日高 勝美
●特別寄稿
六ヶ所村の現在から未来を展望する (株)グループ現代 鎌仲ひとみ
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編集室通信
海外に行ったり外国の方と触れ合うと「働き
すぎだよ，日本人」と感じます．勤勉さは私
たち日本人の美徳ですが，健康や，家族や
同僚などかけがえのない人間関係を損なっ
ては，本末転倒．それはアタマではわかって
いるけど，会社のやり方が，労働環境が…そ
して生活の糧のためには，多少の犠牲を払
ってでも働かざるを得ない…．身体は正直だ
から，臨界点を越えると不調が起こります．
今，こういう状況に陥る人が増えている．人
の健康よりもお金を稼ぐことが大事という経済
至上主義の世の中の動きに，正直，もう疲れ
てしまったとお思いの方も多いのでは．真に
大切なもの，豊かなものは，お金ではない．1
人ひとりの価値観の転換が求められているこ
とを感じる，今日この頃です． (野中)

(担当/野中・天野)
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林 謙治 国立保健医療科学院
編集委員（50 音順）
阿彦 忠之 山形県健康福祉部・衛生研究所
桜山 豊夫 東京都福祉保健局保健政策部
高鳥毛敏雄 大阪大学・社会環境医学
西田 茂樹 福島県衛生研究所

過労死の問題が上畑鉄之丞先生によって初めて指摘さ
れてから，30 年以上の年月が経過しています．それにも
かかわらず，労働者派遣の業種拡大，成果主義や裁量
労働制の導入といった近年の労働環境の変化は，さらなる
過労死，過労自死を引き起こす方向へ向かっているので
はないかと危惧されます．最近話題になったホワイトカラー
エグゼンプションの導入も，周知のとおり，表向き自律的労
働と言いながら，際限のない時間外労働を招く危険が内
在しています．これらの経緯を踏まえ，今月，主にいわゆ
るホワイトカラーに焦点を当てて，長時間労働を中心とした
労働衛生上の問題について特集を企画しました．
労働と健康の関係は公衆衛生上きわめて重要な問題で

す．ほとんどの人は，生きていく上で仕事(家事を含む)を
避けることはできません．その仕事が健康を害する危険を
なくすために，われわれ公衆衛生従事者は，あらゆる場面
で積極的に取り組んでいかなければならないと考えていま
す．本特集では，先生方にそれぞれ読み応えのある内容
をご執筆いただきました．保健所や市町村等での，過労
死，過労自死，またそれにつながる労働による身体と心の

疾病をなくしていく取り組みの参考にしていただければと思
います．
規制緩和の名の下，様々な改革(？)がなされ，ホワイト

カラーのみならず，タクシーやバス，トラックの運転手さんた
ちの労働環境も悪化していると報道されています．さらに，
非正規雇用の増大で，いわゆるワーキングプアと呼ばれる
低所得者の増加も報道されています．戦前や戦後直後の
保健婦さんたちの活動の記録を見ていると，住民のあまり
の貧しさに，保健衛生の前に，どうしたら現金収入が増や
せるかを一緒になって考えたという話が出てきます．21 世
紀の現代日本において，私たちが同じような活動をしなくて
はならなくなることを，少し危惧しています． (西田茂樹)

● ●

●お詫びと訂正
本誌 71 巻 3 号(前月号)の特別記事「学び合う地域保

健活動―イギリスと日本(227～234 頁)」の座談会のご出
席者のお名前に誤植がありました．
誤：水野佳子氏→正：水野桂子氏
お詫びして訂正いたします． (編集部)
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